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1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】(Altｷｰ+enterで改行出来ます）

事業所番号 4091200206

法人名 株式会社　ひまわり

事業所名 アダーズ野方

所在地 福岡市西区野方2丁目8-20

自己評価作成日 令和5年2月28日 評価結果確定日 令和5年4月24日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php

グループホームアダーズ野方は南西に飯盛山を望み、近くには田畑が残る緑多き住宅地に位置してい
ます。また、敷地も広めで、入居者の皆様やご家族と一緒に家庭菜園に力を入れています。その為、一
年を通して季節の花々や農作物が眺められ、四季の移り変わりを感じることが出来ます。建物の作りも
木造平屋の和建てで、木の香りが漂う、落ち着いた雰囲気の造りになっています。
入居される皆様が安心して暮らせるように、協力医療機関は24時間対応となっており、認知症の他、
様々な疾患をお持ちの方でも、入居が可能となっています。
コロナ禍ではありますが、旗当番等地域の活動にも入居者様と一緒に参加しています。

評価機関名 株式会社アール・ツーエス

所在地 福岡市南区井尻４－２－１　　TEL:092-589-5680　HP:https://www.r2s.co.jp

訪問調査日 令和5年3月14日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

「グループホームアダーズ野方」は平成27年に開設され、２ユニットからなる。母体法人は市内に介護付
き有料老人ホームを運営。静かな環境の緑多き住宅街に位置しており、近隣には公民館や小学校があ
る。広い敷地に木造平屋の和モダンなたたずまいをなしている。四方から溢れる光が入り穏やかな空間
を作り上げている。敷地も広く利用者・家族とともに家庭菜園に力を入れており、一緒に収穫した野菜が
献立に加わる。四季を通じ花を愛でることができ、自然を感じ穏やかな時間を楽しんでいる。近隣には
事業所の協力医療機関がある。２４時間対応となっており、健康に留意し安心した生活を送ることができ
るようにしている。コロナ禍であるが旗当番など地域の活動に利用者と一緒に参加している。今後も地
域交流を深め、益々の発展が期待される事業所である。

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない
1. ほぼ全ての利用者が 1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
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運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

68

69

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない
1. ほぼ全ての利用者が

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

58

59

60

61

62

63

64

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 数日に１回程度ある

1. ほぼ全ての利用者の

株式会社アール・ツーエス
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R5.3自己・外部評価票(アダーズ野方）確定

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

理念は法人代表が作成した。毎朝の申し送り時に唱
和し意識付けを行っている。また基本理念に基づき、
職員が順番に担当を決め考えた目標を、２か月ごと
に差し替え掲示し、理念とともに唱和している。理念
及び目標を心に止め、全員で共有し実践につなげて
いる。

コロナ禍の中、思うような交流はできなかったが、小
学生の見守りのスクールガードは利用者と一緒に参
加している。自治会長・近隣の方との交流は持ててい
る。自治会長が「ふらっとカフェ」で杏仁豆腐を作るた
めの「あんずの木」が事業所の庭に植えてあり、つぼ
みがほころびかけている。近隣の方から花や野菜の
苗の提供もあり育て方の指導を受けている。今後も
介護予防体操の「よかトレ」に取り組むため地域新聞
と福岡市HPに掲載している。

今後、校区で行われる「ふらっとカフェ」や公民
館で行われているサークル活動に参加されて
みてはどうだろうか。

現況は入居者様を感染症から守るため、地域と
の交流はほぼなくなってしまった。
小学生の下校の見守りを行うスクールガードは
月１回職員とともに参加している。
新型コロナウイルスが収束したら、これまで続け
て来たふらっとカフェや公民館活動などに参加し
たいと考えている。

運営推進会議の書面会議で、家族やメンバーに
向けて発信している。また、現在受け入れ困難
であるが、「よかトレ」を一緒に取り組むため地域
新聞と福岡市HPに掲載している。近隣小学校の
下校時に入居者と一緒にスクールガードとして
参加している。

「利用者様の人権と意思を尊重し、思いの背景を汲み
一人一人の個性を大切にします」「その人の有する能
力を見極めながら、その人らしく生活できるように支え
続けます」「医療機関との連携をはかり、個人に合った
適切な介護を提供します」「地域の一員として人と人と
のふれあいを大切にします」を理念に掲げ、毎朝の申
し送り時に唱和し、意識付けを行っている。また、職員
が考えた目標を2ヶ月に一度差し替え掲示し理念と一
緒に唱和している。

コロナ禍の中、運営推進会議は書面会議で行ってい
る。開催時には、家族・自治会長・包括支援センター・
保健福祉局・民生委員などの出席があった。書面会
議の議事録は、家族・会議参加のメンバーに送付し、
事業所の活動報告・予定・研修・ヒヤリハットなどを報
告している。その際に意見・アドバイスをもらい、サー
ビス向上に活かしている。議事録はファイルにまとめ
誰もが閲覧しやすいように掲示板に掲示している。

介護サービスの取り組みなどについては運営推進会
議の議事録を送付し、報告しておりアドバイスをもら
い連携を図っている。運営上の疑問点・相談はメール
で行っている。直近の相談は外部評価の時期のこと
を相談した。介護保険の申請は送付している。

玄関は日中は施錠していない。身体拘束廃止委員会
は年4回行っている。研修は職員が担当を決め、イン
ターネット・本などから作成する。昨年は管理者が「包
括の仕組み」の研修に行った。スピーチロックについ
ては管理者が注意をしている。職員同士でも注意を
する環境ができている。離設はない。開設当初よりス
ピーチロック・身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

今まで離設はないが、今後、地域の方やコンビ
ニエンスストアなどに、協力をお願いしてみたら
どうだろうか。

開設当初よりスピーチロック・身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる。研修を実施し、職員間で
の理解を深め、介助方法など話し合い、自身の
ケアと見直しに努めている。入浴や清拭時には
身体に異変がないか見逃さないよう努めてい
る。

運営推進会議は新型コロナウイルスにより書面
会議での開催となっている。その際参加されて
いる方々からのアドバイスを活かし、LINEによる
ビデオ通話や運動不足解消を目指した昇降器
具の導入などを行っている。
議事録はファイルにまとめ、誰もが閲覧しやすい
ように掲示板に掲示している。

介護保険制度や運営上の疑問点、相談事等は
福岡市事業者指導課に行い、介護サービスの
取り組み等については運営推進会議を通して報
告をし、アドバイスをいただきながら連携を図っ
ている。

1 (株)アール・ツーエス　



R5.3自己・外部評価票(アダーズ野方）確定

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。また事業所で働く職員
についても、その能力を発揮して生き生きとして勤
務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保証
されるよう配慮している

現在制度を利用している方はいない。今後制度の利
用の希望がある時は、管理者が窓口になり繋げてい
く。パンフレットは常備しており、研修は職員が持ち回
りで行い、研修を通して職員間で共有を図り、理解を
深めている。

月１回「アダーズ便り」・２か月に１回運営推進会議の
報告を書面で行い、事業所内の取り組み・生活状況
などを知らせている。「アダーズ便り」に利用者が一
言思いを書けるスペースを設けてある。日々の様子
は電話・ライン・写真・動画などで随時様子を知らせ、
そのつど意見、要望をもらい、それらを運営に反映さ
せている。コロナ禍の中訪問にも制限があり、利用
者、家族にも安心してもらえるように、職員全員で取
り組んでいる。

週１回のミーテイング時に意見、提案などが活発に
交わされ運営に活かされている。職員は行事分担・
食事・炊事・物品などそれぞれの係に属し、活動を通
し意見提言を行っている。日常的に必要に応じて管
理者などに相談しやすい環境にある。

年齢は幅広く職員間のコミュニケーションも取れてい
る。それぞれの職員が、レクレーションで童謡を歌っ
たり・飾り付けなど得意な分野で能力を活かしてい
る。休憩場所・時間も確保されている。資格・研修に
関しても参加する機会があり、資格手当もある。シフ
ト・希望休にも対応してもらえる。資格を取るために
自己研鑽に励み、ステップアップを目指している。

毎月の「アダーズ便り」とともに、日々の様子を
知らせてもらい、本人の穏やかな表情・安心
し、精神的に落ち着いて生活している様子がよ
くわかり、感謝している。職員の方々の優しく温
かい気持ちが素晴らしいとの喜びの声がアン
ケートに見られる。意見箱にも投書しやすいよ
うに「アダーズ便り」とともに一筆箋などを入れ
たり、意見箱の設置場所を検討し、上がりにく
い意見・要望をすくいあげてみたらどうだろう
か。

内外研修へ参加し知識を深める他、社内でも不
適切な対応をしていないか、その都度注意し合
い、虐待を見逃さない環境を心がけ、防止に努
めている。共有したい報道があれば朝礼やミー
ティングで意見交換の場を設けるようにしてい
る。

月１回の「アダース便り」、2ヶ月に１回書面での
運営推進会議と随時ラインや電話で生活状況報
告し、都度ご意見を頂いている。個別にはサー
ビス担当者会議を実施し、ご本人・ご家族の意
見を取り入れている。苦情窓口を設置し施設内・
公的窓口を重要事項説明書に記載し説明してい
る。

毎週金曜のミーティングや必要に応じて職員の
意見や提案を聞き入れ、運営に活かしている。
また、職員がそれぞれの係に属し、係としての活
動を通し、意見提言を行っている。

権利擁護に関する内部研修へ参加し、研修の記
録、報告によって職員間の共有を図っている。資
料は職員、家族がいつでも閲覧できるようにして
いる。また、地域包括支援センターとも連携をと
り、アドバイスをいただくようにしている。

契約書や重要事項説明書の当該箇所を確認し
ながら説明し、同意を得たうえで手続きを進め、
契約を結んでいただくよう配慮している。自立支
援に関する事項とそれに伴うリスクに関しても十
分な説明を行い、納得していただいている。

代表者は職員における自己評価・個人面談を実
施し、個別の要望把握に努める他、資格手当を
設けるなどし、各自が向上心を持って働けるよう
にしている。また、各自が向上心を持ってキャリ
アを目指せるよう支援を行っている。

職員募集・採用にあたっては、定年年齢、年齢
制限・性別・資格など基準を設けず決定してい
る。経験・能力を考慮し継続雇用も可能としてい
る。

2 (株)アール・ツーエス　



R5.3自己・外部評価票(アダーズ野方）確定

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

14 （10） ○人権教育・啓発活動
法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

15 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

内部研修は職員が持ち回りで資料作成をしている。
権利擁護・接遇・個人情報・プライバシー保護などの
研修を行い、日常における人権のとらえ方を職員全
員で考え、人権に配慮した接遇に取り組んでいる。法
人理念を毎朝唱和することで、なお一層浸透するよう
にしている。

外部機関（社会福祉協議会・包括支援セン
ター）などから学習資料やDVD などを借りてみ
てはどうだろうか。

コロナ禍により書面での報告をし、ご意見をいた
だくようにしている。また、同業者への連絡相談
し改善が必要な部分の参考にしている。

入居前後にご本人と面談し、ホームでどういう生
活を送りたいかを伺う機会を設けている。利用開
始時に限らず、入居者に対して受容と共感、傾
聴、対話を心がけ、言葉だけでなく表情や行動
等からも訴えを受け取り、安心していただけるよ
う努めている。また、入居前に知り得た情報を全
職員で共有しケアに繋げている。

社内勉強会や外部研修への参加を斡旋すると
共に、個々の要望を聞きながら職員の育成に努
めている。外部研修への参加を考慮した勤務表
の作成、勤務変更も行っている。

内部研修を実施し、学びの機会を持つようにして
いる。日常的に理念が浸透するよう毎朝、唱和
を実施している。

一人一人の能力を見極めたその方の好まれる
作業を一緒に行う。食事作りや洗濯物たたみ、
清掃等。生活歴や様子、言動などからご本人の
役割を模索しケアに取り入れている。共に生活
し、支え合える関係づくりを築いている。

月に数回、電話やLINE、ホーム便り発行で生活
状況の報告を行っている。また、家族からの電
話やビデオ通話も取り入れ、その時に必要な物
や状態に合わせて窓越し面会を行い、ご家族・
入居者共に好評である。

入居に至るまでの過程を伺う機会をつくり、ご家
族の要望を受け止め、不安の軽減、関係づくり
に努めている。

MSWや担当ケアマネからの情報提供、退院前カ
ンファなどで連携をとり、ご本人に必要な支援、
ご家族が求めている支援を考慮に入れ、施設内
サービスに留まらず他のサービスも視野に入れ
た対応に努めている。

3 (株)アール・ツーエス　



R5.3自己・外部評価票(アダーズ野方）確定

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

家族には、必要な物品などを届けて頂いたときに、月
１回程度、事務所と玄関との窓越しで短時間だが、
会ってもらうようにしている。身寄りのない方とは、管
理者が一緒にコンビニエンスストアなどに買い物に
行っている。近隣の方から野菜・花の苗を頂き、育て
方の指導をしてもらった。

入居時は事業所・自宅・病院などで施設長・管理者・
ケマネジャーなどが利用者・、家族からこれまでの生
活歴・趣味などを聞き、本人の希望、思いをくみ取り
本人の意向に沿うようにする。思いを伝えることが難
しい方には、表情・仕草などから思いをくみ取る。職
員は利用者を１名担当しており、情報は職員全員で
共有する。アセスメントは事業所独自の物を使用して
いる。

ケアプランの作成はケマネジャーが行う。申し送りや
ミーティング時に、担当者を中心に、全職員でケアカ
ンファレンスを行い、情報を共有する。モニタリングは
３カ月に１回行い、課題・問題点などを見逃さないよう
に見直しを行う。モニタリングと実施記録は紐づいて
いる。担当者会議で本人・家族の意見・要望を聞き取
り、医師など様々な職種の方から情報をもらい現状
に即した介護計画を作成している。

モニタリングは短期目標・サービス種類・期間
実施状況・満足度と評価・短期目標の達成度と
評価・今後の対応・備考など事細かに書かれて
おり、問題点を見逃さず、課題確認をされ、発
展的なプラン作成に繋がっている。今後もそれ
ぞれの意見・アイデアを反映した介護計画を作
成されることを期待している。

日々の会話の中からご本人の意向の把握をし、
申し送りやミーティング等で職員間の情報共有
を行い、意向に沿った支援に努めている。

ご本人やご家族、以前利用していたサービス事
業者等周囲の人々からの情報収集により生活
歴や今までの環境、サービス利用の経緯などを
知り、また日々の中でも馴染みの暮らしを捉えて
いくよう努めている。

ご本人やご家族から入居前の情報をお伺いし、
趣味活動が継続できる環境づくりに努めている。
また、ビニールカーテンを設置し、コロナ禍でも
感染対策を講じながらご家族と面会できるよう工
夫している。

入居者同士が支え合える関係作りが築けるよう
に職員が状況により援助している。性格や相性
を考慮したテーブル配置にし、共同で作業する
機会を作り入居者同士の交流が持てるようにし
ている。不安感からの相談や場所確認など、入
居者同士で助け合っている時は可能な限り、見
守りにて対応している。
契約終了時に、今後の事等についてご家族の
相談に応じフォローしている。契約終了後も電話
で様子を伺ったり、困った時にはご一報いただく
ななど、気軽に相談していただけるような関係作
りに努めている。

心地よく生活していただけるよう、それぞれの方
の生活リズムを把握し記録している。情報は職
員全員で理解し、言動や表情からもその方の現
状把握に努めている。十分な情報収集の上で計
画に反映させ日々の暮らしの中から、その方の
有する力を発揮できるよう支援している。
日常的にコミュニケーションをとる事で、ご本人
やご家族から得た意向や情報にて介護計画の
作成している。モニタリングを3ヶ月・6か月の2回
行いミスマッチがないかの検証と課題の確認を
し、状態変化のない入居者様において半年に一
度計画作成を実施。本人、ご家族、職員間で知
り得た情報からより良い暮らしができる介護計画
の作成を行っている。

4 (株)アール・ツーエス　



R5.3自己・外部評価票(アダーズ野方）確定

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

33 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

利用者・家族の希望を重視し、協力を得ながら適切
な医療が受けられえるように支援をしている。入院前
からのかかりつけ医の希望がある時は継続できるよ
うに支援をしている。提携医は月2回訪問、歯科も週
１回訪問。他科受診は家族又は管理者・職員が対応
している。職員全員で情報は共有している。

重度化した場合や終末期のありかたについて本人、
家族の意向を確認している。終末期には医師同席の
上、担当者会議を開催し再度家族の意向を確認し、
今後の方針を共有する。今年度は１名様の看取りを
行った。看護師などからの研修も行っており、職員は
ターミナルケアについて思いを共有している。住み慣
れた地域でその人らしく最期まで「エイジング・イン・
プレイス」の考え方であるオーストラリア・タスマニア
の認知症の聖地である「アダーズナーシングホーム」
より「アダーズ野方」の名がつけられている。

介護記録、バイタル表、排泄表、往診ノートの記
入にて日々の様子を把握し、申し送りを実施して
いる。また、職員の気づきや感じた変化も記録し
て、ケアの工夫を話し合っている。情報を共有し
必要があればご家族にも報告している。モニタリ
ングで検討した項目も計画作成時に盛り込むよ
うにしている。

専門医への通院、入院の支援、役所手続き、買
い物などその時々で生じるニーズに対応してい
る。月行事やおやつづくりなどのイベントはユ
ニット間で協力し実施している。

日常の中で身体の維持や状態の変化に気づい
たら看護師、管理者、ユニットリーダーと相談し、
必要に応じて主治医に連絡し、適切な医療が受
けられるように支援している。

入院中は、定期的な電話連絡にて現状把握を
し、職員間で共有している。早期退院に繋げられ
るよう医療機関・ご家族と情報交換を行う。帰設
後の対応がしっかり行えるよう退院前カンファレ
ンスにも参加している。

月１回のスクールガードの参加、書面会議での
開催にはなるが２月に１回の運営推進会議の開
催等、コロナ禍でも地域との連携を図っている。
スクールガードは、小学生とのやり取りの中、入
居者様も活き活きとした様子で取り組まれてい
る。
ご本人、ご家族の希望を重視し、協力を得なが
ら適切な医療が受けられるように支援している。
入居前からのかかりつけ医の希望があれば継
続できるように支援している。体調不良時は早
期発見し主治医に報告、指示を受けご家族に連
絡する体制作りをしている。

担当者会議等で必要に応じてご本人やご家族
の意向を確認している。終末期は主治医同席の
上、担当者会議を開催し、状態報告と再度ご家
族の意向確認し、今後の方針を共有している。
他ユニットとも情報共有を行い、全体で協力体制
を図っている。

5 (株)アール・ツーエス　



R5.3自己・外部評価票(アダーズ野方）確定

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

消防署が近隣にあり協力依頼はできるが、今年度の
訓練については設備点検の専門家により指導をして
もらった。風水害・地震・火災など昼夜を想定した避
難誘導訓練を年２回実施している。備蓄は「水・羊か
ん」などを用意している。事業者は避難場所として
オープンにしている。訓練の日に参加できなかった職
員には閲覧できるように掲示している。

接遇マナー・個人情報・プライバシー保護などの研修
を職員持ち回りで行っている。本人の意向を尊重しな
がら、様々な選択肢を提案し自己決定を促している。
日常業務の中でも声かけの言葉や行動などについ
て職員間でお互いにアドバイスを行うようにしてい
る。写真・個人情報については、書面にて同意を得て
いる。

業者から加工した食材が届き、事業所で温めなどを
行う。炊飯・吸い物・サラダなどは事業所で調理す
る。利用者と一緒に中庭の野菜を収穫し献立に加わ
ることもある。正月・ひな祭りなどには特別メニューが
ある。誕生日にはケーキ・プリンを用意し利用者に飾
りつけをしてもらう。おやつには利用者と一緒にどら
焼きを作った。食器拭き・つぎ分け・食事作りなどの
手伝いを行ってもらう。

今後、事業所で行う避難訓練の案内は運営推
進会議の議事録に書き添えたり、「アダーズ便
り」でお知らせしてみてはどうだろうか。また地
域で行われる避難訓練などにも参加されてみ
たらどうだろうか。

消防署の協力の下、風水害、地震、火災及び昼
夜を想定した避難誘導訓練を年2回実施してい
る。2020年は夜勤者がいる時間帯での訓練を
行った。訓練の日に参加していない職員も内容
を振り返るよう、訓練のまとめを掲示し、職員が
閲覧できるようにしている。

プライバシーを尊重した対応に努め、人生の先
輩として尊重し、誇りを傷つけない言葉遣いや口
調、姿勢に配慮し、その方に応じた声かけや対
応を行っている。その方の自尊心に配慮した対
応を心掛けている。また職員研修でコミュニケー
ションについて取り上げ、職員間で情報の共有
を図っている。

入居者様の急変や事故発生時に慌てずに適切
な処置・報告ができるようにマニュアルの作成、
必要な物品準備と社内研修を実施している。

衣類はできるだけご自身で選んでいただいている。定
期的に訪問理美容を受けられ、身だしなみができるよ
うに支援している。起床時や入浴後に整髪やスキンケ
アのお手伝いをしている。爪切りや耳掃除を行い、行
事では口紅やマニキュアをつけたり、日々の中での彩
りを忘れないよう支援している。
入居者の能力に応じて調理・味見・盛り付け等を
職員と共に行っている。一人一人のペースで食
事ができるよう配席にも配慮し、楽しんで食事が
できるよう雰囲気づくりに努めている。入居者か
らの希望にも応えられるよう、行事などの時には
希望に沿った特別食にも対応している。食事後
の食器拭きを入居者に手伝っていただいてい
る。

入居者様の声を伺い、その希望に沿ったケアを
提供している。ご本人の意向を尊重しながら、
様々な選択肢を提案し自己決定を促している。

個人の日課も配慮しつつ、日々の変化に合わせ
た支援を行っている。ご自身のペースを尊重し、
状況に応じて職員は柔軟な対応ができるように
心がけている。その時々の体調や心境に合わせ
て職員で協力し合い支援している。
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R5.3自己・外部評価票(アダーズ野方）確定

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

排泄チェック表により個々の排泄パターンを把握し職
員間で共有し、トイレへの誘導時間を考えることで
パッドの汚れが少なくなった。パッドの大きさの検討
などは気が付いた時点で話し合う。トイレに誘導する
ことで、意思表示が困難だった方が、トイレに行く習
慣がついて失禁が少なくなった。排便も水分摂取量・
食事量などに配慮し、腹部マッサージ・体操などに参
加してもらい自力排便を促す。

個浴で週2～３回、午後から入浴してもらっているが、
回数、時間については柔軟に対応している。入浴を
好まれない時には、少し時間を置き声かけをしてい
る。入浴時は皮膚疾患など健康観察を行い、必要な
時には看護師から医師に伝えるようにしている。また
入浴は、コミュニケーションの場として大事にしてい
る。

「排泄がうまくいかないこともあったが、職員の
皆様のおかげでおむつからパンツにすることが
できました」との喜びの言葉がアンケートにあり
ました。きめ細やかに個々と接することで、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向けた支援をこれ
からも行われていくことを、期待したい。

排泄の訴えにすぐに対応し、その方の心身状況
に合わせた援助や誘導を行うよう努めている。
その方独自のトイレサインの共有を職員間で行
い排泄支援をしている。自立支援に向け本人が
できることは自身で行ってもらうようにアプローチ
している。

主治医や看護師と連携しながら状況を確認し、
排便コントロールを行っている。水分摂取や食事
内容に配慮し（繊維質の多いもの、乳製品）他、
腹部マッサージや体操等にも参加していただき、
腸の運動に働きかけ自力排便を促している。

食事、水分量を把握し一日の必要量の摂取にな
るように把握している。必要に応じ、状態や能
力、既往歴、アレルギー、内服薬への影響を考
慮した食事の形態やメニューに変更している。情
報は共有し状況の確認ができるようにしている。

毎食後、口腔ケアを行い、口腔清潔に努めてい
る。週に一回訪問歯科を利用される。職員研修
でも口腔ケアを取り入れ、歯科医師よりレク
チャーを受けている。義歯は夜間就寝前に預か
り、夜間浸け置き消毒している。

役割があり喜びを感じられることを含め、利用者
はできる範囲で洗濯物干しやたたみ、下膳、清
掃などをしている。また、入居後の趣味の継続
ができるように、紙細工、菜園活動、カラオケな
どその人に応じたものを取り入れている。

ご希望の入浴時間を伺ったり、入浴を好まれな
い時は無理強いをせずタイミングを見計らって言
葉かけや対応をしている。また、入浴剤を使用し
たり、職員二人介助を行うなど個々に沿った支
援を行っている。

体調の変化などに合わせて居室や共有のソファ
で自由に休息をとっていただく。就寝時は個々の
生活リズムも考慮し就寝前の準備を支援、居室
の室温や寝具の状態、入眠状況の確認を行い、
安心して気持ちよく眠れるようにしている。

薬情はファイル管理を行い、職員全員が閲覧し、薬に
関する情報の理解に努めている。内服薬変更時は状
態の変化を観察、確認している。内服は服薬ミスがな
いように、口腔内に含ませ確実に服薬してもらってい
る。また、配薬時に職員で二重チェックを実施し、服薬
チェック表の活用で誤薬の防止に努めている。
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R5.3自己・外部評価票(アダーズ野方）確定

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

コロナ禍の中、外出は思うようにできていないが、利
用者の希望により近隣の公園に散歩に行く。事業所
の中庭には桜・桃・あんずなど季節の花がきそうよう
につぼみをつけている。柔らかい陽を浴びながら、穏
やかな風情を楽しんでいる。畑の野菜を利用者と一
緒に収穫し、調理まで一緒に行なう。

和モダンな平屋造りで、高い天井、大きな窓から太陽
が優しく室内を照らしている。室温・採光・音量など利
用者の希望を聞きながら調節している。リビング・浴
室・トイレも清潔保持がされている。配膳準備などの
作業が利用者と一緒にできるよう、キッチンカウン
ターのスペースが広く、調理場からフロア全体が見渡
せる。利用者と一緒に作製した季節ごとのカレンダー
や日々の行事の写真などを貼っている。フロアのひ
な壇が華やかさを添えている。

居室の入り口には花の表札が飾られている。ベッド・
カーテン・エアコンは備え付けてある。使い慣れた家
具・家族の写真などをそばに置き安心して過ごしてい
る。自分で作製した刺繡・夫が描いた絵を飾ったり
と、好みの装飾を行い、居室内でもゆっくりと穏やか
に過ごせるように工夫されている。

建物内部は車いすもゆったり通れるよう広めの
設計。手すりは居室以外全てに設置している。ト
イレや居室などは状況に応じ、手書きでわかり
やすく表記することもある。また、必要に応じて
入居者の意見を聞き、居室内のベッドや家具の
位置など、生活しやすいように環境整備を行って
いる。

リビングにソファやテーブル席を配置し、好きな
場所で過ごせるように配慮している。気の合う入
居者同士の交流もユニットを問わず行われてい
る。

居室には使い慣れた家具や馴染みの物を置い
ていただき、以前からの生活スタイルの継続と
居心地よく過ごせるように工夫している。また、
ご家族の写真や、好みの装飾を行い、居室内で
過ごす時間が穏やかでゆっくり過ごせるように努
めている。

天候が良い日には庭に植物観賞に出たり、近所
の公園へ出向いている。畑で育てた野菜・果物
は、入居者、職員で収穫を行い、その後の調理
まで楽しんでいる。

現況から、買い物に行くことが困難であり、金銭
を所持されている方はいない。今後、本人や家
族の希望があり、条件が整えば検討し支援して
いきたい。

季節の挨拶等を入居者に書いていただき、切手
の準備や投函等の支援を行っている。
コロナ禍で面会もままならないため、LINE電話を
活用し、入居者様・ご家族様に楽しんでいただい
ている。

場所に応じた空間つくりを行い、室温・採光・音
量など入居者の希望を伺いながら、調節をして
いる。中庭に畑があり、一緒に農作業を行い、収
穫の喜びを共感していただいている。また、季節
毎のカレンダー作成や日々の行事の写真なども
貼り、馴染みの空間になるように心がけている。
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